
たばこの葉を乾燥し細かくしたものを燃

やして出る煙を吸い込むのが“タバコ”で

す。この煙は喫煙者本人だけではなく、周

辺に広がり関係ない人までも、その煙を吸

い込んでしまう受動喫煙被害が問題にな

っています。そこで近年、燃やさない“加

熱式タバコ”が普及してきています。 

 

グラフにあるように、火を使う紙巻タバコ

の販売数は年々減少していますが、加熱

式タバコは増加し、令和４年度には紙巻タ

バコの半分にまで増えています。 

 

加熱式は、燃やさないので煙は出ませ

んが、ニコチンを含んだ白い水蒸気のよう

な気体が出ます。その量は明らかに紙巻

より少ないので、周りに広がる程度はかな

り小さく、ニオイも少なくて済みます。 

ニコチン依存症の喫煙者にとっては、周

りに煙やニオイをまき散らさずタバコが吸

えるのは好都合ですよね。 

 

燃やさないし煙が少ないので、「なんと

なく身体に優しい」印象を持ってしまいま

すが、左表を見てください。紙巻に比べ、

有害成分の含有量は若干少ないのです

が、健康被害に差がでるほど少なくはあり

ません。つまり、有害なタバコである事に

はかわりないのです。 

 

決して「加熱式だから吸ってもイイ」な

んて思わないでください。 
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